
  

様式第３号（第１３条関係） 

 

会議録 

会議の名称 第４回朝霞第十小学校学校運営協議会 

開催日時 
令和８年２月２５日（水） 

午前１０時００分から午後１１時００分まで 

開催場所 
朝霞市大字溝沼８２８番地の１ 

朝霞第十小学校 ２階 会議室 

出席者の職・氏名 

【出席者】９名 

渡邊 美知子（学校運営協議会 会長・学校薬剤師） 

矢田 敦子（学校運営協議会副会長・朝霞市こども相談室相談員、

元朝霞第十小学校長） 

榎本 明美 (民生委員・児童委員) 

山本 菫  (十小子どものための会副会長) 

小島 真知子 (青少年育成市民会議副委員長) 

荒川 教子 (学校応援団コーディネーター) 

原 賢治 (朝霞ぐらんぱの会代表理事、民生委員・児童委員) 

金子 和人 （青少年育成市民会議理事） 

宮腰 高子 （朝霞第十小学校長） 

【事務局】春日 寿一（朝霞第十小学校教頭） 

欠席者の職・氏名 榑松 太郎 (前スクールガードアドバイザー) 

議題 

・学校評価について 

・地域とともにある「楽しい学校」づくりについて 

・令和８年度学校経営方針について 

会議資料 ・説明用資料 

会議録の作成方針 

 □電磁的記録から文書に書き起こした全文記録 

 ■電磁的記録から文書に書き起こした要点記録 

 □要点記録 

 □電磁的記録での保管（保存年限   年） 

電磁的記録から文書に書き起こ 

した場合の当該電磁的記録の保 

存期間 

□会議録の確認後消去 

□会議録の確認後 か月 

会議録の確認方法 会長による確認 

 

傍聴者の数 
１人 

その他の必要事項 
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  審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

１ 開会  学校運営協議会副会長  （開始午前１０時００分） 

（矢田 敦子 副会長） 

 

２ あいさつ 

 ・会長あいさつ（渡邊 美知子 会長） 

・校長あいさつ（宮腰 高子  校長） 

 

３ 日程説明  朝霞第十小学校 教頭 

 

４ 協議内容 

〇学校評価について 

・具体的な解決策を考えながら、より良い学校運営を行っていく。 

・趣旨も含め地域により理解を深めてもらいながらご意見をいただいていく。 

・学校関係者のご意見はおおむね良い評価をいただいた。 

 

〇地域とともにある「楽しい学校」づくりについて【グループ協議】 

・豊かな学びを深めたい。子供が話し合いの中で様々なことを自ら探究的に学ぶ

児童を育てたい。その為に一番身近な社会である地域の皆様からご意見をいた

だきたい。本校では算数科を中心とした探究的な学びを深めていきたい。 

・探究的な学びについて。以前は年間指導計画に沿って、画一的な指導を行う流

れがあった。今後は個々の問題意識を持たせながら、自分の思いを具現化する

ためにどのようにすればよいか教師がファシリテーターとして伴走しながら学

びを進めていきたい。地域の支援を受けながら共に指導をしていきたい。 

・探究的な学習は何年生から行っていく計画なのか。 

・３年から総合的な学習を行う。子供の成長段階を考慮して進めていく。 

・地域の見えない活動や取組を子供に伝えることが大切。例：消防団 

・朝霞市の自営業ということでよいか。（例えば手品師など。） 

・どの教科と関連するかを判断が難しいので、委員の方で話し合いながらきっか

けとして案を出してもらいたい。 

 

〇話し合いの内容 

A グループ 大きなテーマ 

① 人参について 

メニュー、育ち方、出荷、農家、管理栄養士、店の人との関わり。 

② 黒目川について 

はじまりはどこだろうか。新座まで歩くなど。 

③ お金について 

経済への興味、銀行員の保護者、議会の訪問、政治への興味・関心の高まり。 

④ 防災について 

自衛隊活用、朝霞で見られる、感じられる題材が良いのではないか。 

B グループ 

・今まであるものに加えていく視点が大切。黒目川、お金の使い方、議会との関 

連等。 
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〇令和８年度学校経営方針について 

・朝霞市の基本計画を基に調整。現段階でのグランドデザイン提示。学校経営方針の 

骨子は基本的に今年度のものを踏襲していく予定。 

 

５ 閉会（午前１１時００分） 授業参観 等 

 

 

 


